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    Union sessions , , ?



これからの核融合研究への参加の形態

For Asian collaboration of plasma sciences, we need
１）Broader approach to plasma physics
２）Interrelationship between physics and engineering

    JPS 
　JSAP   JGU

　Union Symposium

JSAP IEEJ 

Physics

Engneering

Future Direction

JSPF 
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日本学術会議　物理学委員会の動き
物性物理・一般物理学分科会

活動(1)物理学の展望の俯瞰的発信
　「学術の動向」（日本学術会議）に特集号を企画中

　編集：伊藤早苗、永宮正治

　１２編（プラズマ物理学、およびシミュレーション科学を含む）

学会年次大会(07年9月）に「物理学者の意思表
出」をテーマ、理事会に共同企画提案中

大学法人化後の競争的環境の中で、研究基盤の充
実・ 人材育成の方策を検討

日本物理学会春期大会　領域運営会議
鹿児島大学　2007年3月20日



法人化後のファ
ンデイング変化

競争的

競争的

基盤的
基盤的

管理経費の増大

法人化
前(H15)

法人化
後(H19)

活動(2)
基盤形成について実態調査

総合科学技術会議
文科省・学術分科会

等へインプット

学会年次大会(07年9月）に
「物理学者の意思表出」テー
マ、理事会に共同企画提案中

全体で１割減

基盤的研究費減

総合工学委員会に
ITERなど核融合を
テーマに含む分科
会が発足した。


